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交流会の様子 

 2016年 4月、今年度も学部生修士学生を対象

とした海外留学説明会が開催されました。 学

生、職員含め 36名が参加し、交換留学を中心に

留学の種類、手続き、準備についての説明と、こ

の 1 年間に交換留学に出かけた 2 名の先輩たち

の体験談を聞きました。 化学・材料専攻修士課

程 2 年の佐々木純平さんは平成 27 年 4 月から

平成 28年 1月まで、オーストリアのウィーン天然資

源大学に留学した際の貴重な体験談を話してくれ

ました。繊維・感性工学専攻修士課程 1 年の小

林祐輝さんは平成 27年 5月から平成 28年 2月

まで香港理工大学に留学し、自身の出身地でも

ある東御市のふるさと大使となり名刺を作成し香

港で配布するなど、日本を紹介する活動を行った

話もしてくれました。 参加した学生たちは、実際に

留学を経験した先輩たちの話をたいへん興味深く

聞き入り、いくつかの質問も出ていました。留学を

経験し活き活きした先輩たちの姿は留学に興味を

持っている学生たちにとってたいへん良い影響を

与えることとなったと思います。 

留学説明会の様子 

 2016 年 5 月、今年度も全留学生を対象にガイ

ダンスと新入生歓迎交流会を開催しました。 ガイ

ダンスでは東京入国管理局長野出張所、上田

警察署、上田市多文化共生推進協会より来賓

をお招きし、お話をしていただきました。 新入生に

とっては日本で生活するにあたり気をつけなくては

いけないことやルールなどわかりやすく説明してい

ただきました。歓迎交流会では職員を含め 50 名

ほどが参加し、様々な国から来日している留学生

たちが食事をしながら楽しい時間を過ごしました。

先輩たちが、来日したばかりの新入生に声をか

け、お互いのことを話すなどとても良い交流会にな

ったと思います。 

第 1回海外留学説明会を開催 

御挨拶 

 信州大学繊維学部では、繊維科学・ファイバ

ー工学分野を中心に、さまざまな国際交流活動

を活発に行っています。その国際交流活動を戦

略的に計画し推進する役割を担っているのが

「国際交流推進室」であり、経験豊かな室員

が、多くの皆さまのご支援・ご協力のもと、本ニュ

ースにも紹介されているような留学説明会や交

流会、学術交流協定の締結推進など、日々活

動を行っております。今後とも皆さまのより一層の

ご支援をよろしくお願い致します。さて、申し遅れま

したが、その室員の中で最も新米のメンバーが、

私・西川 敦（機械・ロボット学科バイオエンジニ

アリングコース）で、昨年10月より、国際交流推

進室副室長として加わらせていただいておりま

す。室員となってまだ1年も経過しておりません

が、微力ながら、繊維学部の国際交流活動に

貢献できるよう日々努力を重ねて参りますので、

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

韓国 全北大学校一行来訪 

 2016年4月、韓国の全北大学校より教授2名、

学生 7 名が繊維学部に来訪し、大学紹介、キャ

ンパス見学、繊維学部リーディングプログラムの学

生と交流会を行いました。交流会では両学代表

の学生が大学の様子を紹介し、自分たちが行っ

ている研究についても発表しました。みんなたいへ

ん興味深く耳を傾けていました。交流会後半はグ

ループで自己紹介や相手にいろいろな質問をす

るなど学生同士、英語で積極的にコミュニケーシ

ョンをとっていました。 

留学生ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ・歓迎交流会を開催 

留学生歓迎交流会のようす 
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総合理工学研究科 1 年 山崎 萌映さん、

新見 嘉崇さんがＨ２８年度後期（第５期）官民

協働海外留学支援制度トビタテ！留学 JAPAN

日本代表プログラムに採択されました。山崎さん

は学部間協定を結んでいるフランス国立繊維工

芸工業高等学院へ 2 年間、新見さんは同じく学

部間協定校であるチェコのリべレツ工科大学へ 1

年間留学することが決定しました。二人は支援を

受けながら自ら計画した研究目標達成に向け、

知識・技術を習得するため研究に取り組んでいく

予定です。 

留学生代表ご挨拶 

 いつも信州大学繊維学部外国人留学生支

援の会の会員の皆様には数多くの支援をいた

だきまして、心から感謝しております。現在、上

田キャンパスでは、数多くの留学生が在籍し、

毎年増加傾向にあります。留学生たちは早めに

日本の生活に慣れるように努力し、一生懸命

日本語を勉強しています。留学生会は、留学

生同士の間だけではなく、留学生と日本人学

生の交流も深めるため、充実した留学生活を送

れるように、いろいろな活動を行っています。将

来、私たち留学生は、日本に就職しても、国に

帰っても、信州大学繊維学部外国人留学生

支援の会の恩を心に銘記します。最後になりま

すが、「信州大学繊維学部外国人留学生支

援の会」に感謝を申し上げ、ご挨拶とさせていた

だきます。 

 

繊維学部留学生代表 羊  鎏（よう りゅう） 

繊維学部留学生の動向 

 本年 3 月 24 日に学位授与式が開催され、

1名の博士課程学生、5名の修士課程学生、

4 名の研究生を送り出しました。4 月には新たに

4名の博士課程学生、7名の修士課程学生、

6 名の学部学生、6 名の研究生、4 名の聴講

学生が入学し、これで 6月現在の繊維学部の

留学生は 69 名になりました。 

繊維学部への留学状況（課程と出身国） 

トビタテ！留学ＪＡＰＡＮ 

日本代表プログラムに採択！ 

 
本ニュースへの意見、要望などありました
ら、国際交流推進室メールアドレス
（fkokusai@shinshu-u.ac.jp）へお寄せください。 
 
◆ 国際交流推進室ホームページ ◆ 
http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/textiles/exchange/ 

平林公男(室長、応用生物科学科) 

西川 敦(副室長、バイオエンジニアリングコース) 

金 翼水(副室長、機能機械学コース) 

鮑 力民(機能機械学コース) 

ハニウッドマイケル(感性工学コース) 

平田雄一(応用分子化学コース) 

金井博幸(先進繊維工学コース) 

福長 博(ファイバー材料工学コース) 

パタキー トッド(バイオエンジニアリングコース)) 

キャシー マクナミー(応用分子化学コース) 

国際交流推進室 室員紹介 

新しい交流協定の締結 

 2016年 5月 2日に韓国の INHA大学校工学

部と、5月 23日にクロアチアのザグレブ大学繊

維学部と学部間交流協定を締結しました。繊

維学部では現在 64 の大学・研究機関と交流

協定を結んでおり、今後もより一層幅広い交流

が実現できるよう学生の交換留学を推進してい

く予定です。 


